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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・スタッフの勤務実績入力に不備が見られています。各SGM.JGMならびに
リーダー級のスタッフは不備がないよう確認していきましょう。

· ＯＴ、リハビリ治療プログラム時間前にトイレに行くように患者様に声掛けし

ていますが、プログラム中に我慢できずトイレへ頻回に行く患者様もいます。西病棟のトイレを使う事でトイレットペーパーを多く使用のが現状です。今後は、担当スタッフは、プログラム中の患者様にはトイレは控えていただくと共に、プログラム前にはトイレを済ませていただくことと、患者様にも、ポケットティッシュを持参する様に声掛けしていきましょう。

＜患者様の連絡事項＞

・東海林　康之様～5/28（水）に弟様（義之様）へ電話連絡し、
今後について主治医と6月4日（水）15:30より弟様と面談予定となっています。月曜日に面談場所は主治医へ確認し場所の予約をしてきます。

・小坂　君子様～両肩痛の為、アスモロール100ｇ処方となっています。本人の訴え時に患部の腫脹・熱感等の有無等を傾聴して貼付していきましょう。

・布施　邦雄様～皮膚科診察にて左肩に癤を認められるのでアズクロ軟膏塗布の指示あるので皮膚科処置時に塗布していき、患部の観察していきましょう。　

＜ＳＳＴセッション評価＞

Ａ・Ｂグループ

課題・・友達を誘う

今回参加されている患者様全員に買い物・散歩を選出して頂き、モデリングの言葉を利用して行っていい事を伝えていますが、個々のアイデアで誘う方も選び一言を「元気」、「挨拶」を加えてロールプレイが出来ており全体的に和やかな雰囲気で誘われた患者様笑顔で対応されています。

Ｃ・Ｄグループ

課題・・友達を誘う

患者様と友人を誘う場面で行うが、積極的に参加する事ができており、他者の良いところを見ることができており、誘うだけでなく自分なりに一言天気だったり相手をきづかう一言をつけ加える等工夫もみられています。


次回は平京子様が退院となるので、Ａグループの患者様に対して挨拶をウオ－ミン

グアップ内で本人様からの挨拶を取り入れてはどうですか。

· 年間計画のセッションはあくまで目安の為、日常生活の中で対人交流に関した問題があった場合は、対象の患者様を含め理解して頂く為にセッションを検討していきましょう。

＜受け持ち患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・飯豊　信雄様～疾病・服薬勉強会を企画書が主治医より承諾を得たので6月1日

より開始となります。本人様へ伝えており「いつから、誰がするの」と聞かれ意欲さはみられるので対象の担当スッタフの方協力お願い致します。カルテに企画書を挟んでいるので参照して下さい。

＜金銭管理状況・検討＞

・柳杭田　かつ子様～現在金銭管理はスタッフ側で預かっている状況です。本人様に手渡すと他者から嗜好品をもらったのでお金を返さないと発言聞かれているので譲渡行為する可能性あるので今後も金銭管理はスタッフ側の預かりとします。今後、本人と話し合い嗜好品のコーヒーは自己管理を検討していく事としています。

・稲垣　恵利子様～現在金銭管理はスタッフ側で預かっている状況です。小遣い帳の記載や残金は上手く出来ているが、自己管理をして頂くと夜間に残金があっているか気になり計算をして睡眠のバランスが崩れる可能性があるので今後も金銭管理はスタッフ側で預かっている状況とします。現在嗜好品の紅茶は自己管理としています。

・大下　良悦様～金銭管理は支障ないが、自分で計算する時、簡単な計算ではなく、品物の料金を全部足し算する事で混乱する状況見られるので、受け受持ちスタッフと本人との話し合いで今後は電卓使用して計算行っていく事を検討しているとの事です。

· 布施　邦雄様～小遣い帳の記載方法は、自己流で記載しないと定まった記載方法

　　　　　　　　ではストレスが溜まるとの訴えにて自己流で記載をして頂き、月

末の残金を確認している状況です。今後も負担をかけない様に見

守りをしていき、月末に受け持ちスタッフが引き続き残金確認を

していく事としています。

＜安ヶ平Ｄｒケースカンファ・診察報告＞

・田野端　忠夫様～スタッフ側からの評価し、今後の買い物状況に支障がなければ、単独での外出を検討していることをつたえ、本人からいければ（単独で）いきたいと希望があります。交通マナーや購入量も考えて買い物が出来ている事等を沿えて報告し主治医へ確認をし、単独外出の承諾を受けてます。診察後受持ちスタッフと話し合って日曜日に行動範囲を確認して月曜日から開始予定としています。コロナモールの内服薬を以前は内科医が処方して頂いていたが、現在体調不良で出勤されていない為、今後６月

１１日の定期薬から主治医より抗精神薬と一緒の定期薬と処方となります。コロナモールの内服薬を以前は内科医が処方して頂いていたが、現在体調不良で出勤されていない為、今後６月１１日の定期薬から主治医より抗精神薬と一緒の定期薬と処方となります。

· 十日市　利喜様～排便コントロールの為、シンラック液１本処方となっている

　　　　　引き続き、腹部膨満感・排便の形態・状況を観察していきま

しょう。

・大上　なみ様～右膝痛にてナパゲルン軟膏処方となっている。引き続き、患部の　

　腫張・熱感有無を観察していき軟膏の塗布の回数は４回で（各食後、寝る前）に塗布を周知していきましょう。

· 板橋　雅勝様～血圧低値や徐脈が続いている為28日の定期薬よりノルバスクが

　止めとなっています。除薬後も血圧が収縮期の130台となるが、

本人からの不調の訴え聞かれずに経過されているので、主治医より様子観察としていくとの指示をうけています。

　　　　　　　

＜春の鑑賞会外出プログラムの反省・意見交換＞　　　　　　　

· 企画書の決裁が降りてから病棟へ企画書がとどくのが遅かったので、患者様

余裕を持って頂く事ができずにプログラムを進めた。

· 距離がありすぎて、一部の患者様が疲れたと訴えが聞かれ途中で戻る事があった。

· 事前にトイレの場所や、自販機の場所等を確認し又、現地の行き方等を企画書に載せていなかった為、患者様から迷う行動が見られた。

　　　　　　　　　　　　










